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防災行政無線
新しい戸別受信機の配布
　４月下旬に、琴田小の投票区内に住
んでいる人へ、戸別受信機を配布しま
す。対象の世帯には往復はがきが届い
ているので、確認してください。
　５月中旬には、干潟小の投票区内に
住んでいる人へ配布します。４月中に
往復はがきが届きます。
　対象地区に住んでいる人で、はがき
が届かない場合や、はがきを紛失した
場合は、問い合わせてください。
総務課地域安全班（☎62-5311）

令和６年度住民税非課税世帯物価高騰
対策給付金の申請は４月30日（水）まで
　物価高騰の影響を踏まえ、住民税非
課税世帯を支援するため、１世帯当た
り３万円を給付しています。
　対象と思われる世帯には、通知が届
いています。世帯の状況により、確認
書の提出や申請が必要な場合があるの
で、早めに提出してください。

物価高騰対策給付金担当窓口（☎
62-5376・社会福祉課社会班内）
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　インターネット広告や投げ込みチラシを見て、不用品
や粗大ごみの回収を依頼したところ「チラシよりも高額
な料金を請求された」「事業者が一般廃棄物処理業の許可
を持っていなかった」というトラブルが増えています。
【事例】
　不用になった家具を処分するため、インターネット広
告に出ていた「軽トラパック１万円、２ｔトラックパッ
ク３万円」という事業者に連絡し、量が少ないため軽ト
ラパックでの回収を依頼した。作業当日、作業員３人が
２ｔトラックで来たため、依頼内容と違うと伝えたが「回
収量が分からなかったので２ｔトラックで来た」と言う
だけで、料金の説明もなく家具の積み込みを始めた。積
み込み終了後に「回収料金は30万円。広告の料金はト
ラックの基本料金だ」と言われて驚いたが、作業員に囲
まれて怖くなり、その場で支払ってしまった。
アドバイス
◦�一般家庭から出る不用品や粗大ごみは、自治体から委
託または許可を得た事業者しか回収できません。回収
を依頼する場合は、市ホームページに掲載されている
一般廃棄物収集運搬業の許可業者の中から選びましょ
う。また、費用の内訳や追加料金の有無、キャンセル
料について、事前に確認しておきましょう。
◦�作業当日は、作業前に料金や作業内容を確認しましょ

う。その際に、料金や作業内容の変更を提案されて納
得できない場合は、作業前にきっぱりと断りましょう。
◦�見積もりを依頼した事業者とその場で契約した場合
や、広告の料金と実際の料金が著しく違う場合などは、
クーリング・オフできる可能性があります。
◦�不安に思った場合や、事業者とトラブルになったとき
は、消費者ホットライン（☎188）や消費生活センター
に相談してください。
旭市消費生活センター（☎63-7272）・相談直通電話�

（☎62-8019）

　遺跡内で土木工事や建築工事など
を行う場合は、事前に届け出が必要
です。
　工事を始める前に確認してくださ
い。
遺跡かどうかを確認するには
●インターネットで
　ちば情報マップ（https://map.pr�
ef.chiba.lg.jp/pref-
chiba/Portal）にある
「ふさの国文化財ナビ
ゲーション」で確認で
きます。
●窓口・ファクスで
　工事を計画している位置を示した
地図と、区域を示した図面を提出し
てください。
●書面での回答が必要な場合は
　確認依頼書に必要事項を記入し、
次の書類を添付して提出してくださ
い。

埋蔵文化財を守るため
土木工事などを行うときには確認を

添付書類
◦�工事する位置を赤く示した位置図
（縮尺25,000分の１の地図）
◦�工事する区域を示した地形図（縮
尺2,500分の１の地図）
遺跡の範囲内で工事を行うときは
　工事を始める60日前までに、届
け出が必要です。
　届出書に必要事項を記入し、次の
書類を添付して提出してください。
添付書類
◦�工事する位置を赤く示した位置図
（縮尺25,000分の１の地図）
◦�工事する区域を示した地形図（縮
尺2,500分の１の地図）
◦�工事の概要が確認できる平面図や
断面図など
　確認依頼書や届出書
は、生涯学習課や市ホー
ムページから入手でき
ます。

生涯学習課文化振興班（☎85-8�
628・FAX62-5855）

不用品・粗大ごみ回収サービスに注意

回収料金
30万円
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